
淀川水系における新たな流域委員会の枠組み

河川管理者（近畿地整） 関係府県知事

意見聴取

淀川水系流域委員会専門家委員会
第１回委員会（H24.7.5）

資料－１

流域における自治

河川管理者（近畿地整）

・新たな流域委員会、流域における自治体の議論の場及び関係住民
意見を踏まえ 必要に応じ 計画を変更

・国土政策を見据えた立場で河川整備計画変更案を提示

関係府県知事

情報提供
・進捗点検の実施

流域における自治
体の議論の場

の意見を踏まえ、必要に応じて計画を変更。

意見聴取
進捗状況の点検及び河川整備
計画の変更に際し意見を聴く

専門家委員会 地域委員会

新たな流域委員会 府県 市町村（年3回程度開催予定）

専門家委員会
○専門家が専門性の高い
議論を行う
○推薦委員会より推薦（10
名程度で構成）

地域委員会
○地域に詳しい委員が住
民にとって身近でわかりや
すい議論を行う

募も含 推薦委員会
名程度で構成）

○公募も含め推薦委員会
より推薦（10名程度で構成）

連絡調整会議（意見交換等） 関係住民

事務局 ：河川管理者（近畿地整・水機構・府県）

意見聴取：河川整備計画の変更を行う場合に、河川法の16条の２、あるいはそれに準じて意見を聴くこと


